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はじめに プロフィール

株式会社リクルート
旅行Division 地域創造部 部長

高橋 佑司（たかはし ゆうじ）

2006年 株式会社リクルート入社 飲食店支援事業
贅沢を楽しむコンシェルジュマガジン創刊・商業施設活性等を担当

2011年 一般社団法人墨田区観光協会にて観光開発を担当

2013年 じゃらんリサーチセンターにて首都圏・関西のエリアプロデューサー
として地域活性に携わる。

2017年 地域創造部 西日本グループマネジャー・東日本グループマネジャー

2023年 現職



じゃらんリサーチセンターは
世の中が変わっても、地域が元気であり続け、
いま以上に輝くために、守ることと、変えること。
私たちは、日本中の「変わる決意」に伴走していきます。

研究冊子「とーりまかし」（季刊）
FACEBOOK、メルマガもあります。
ぜひチェックしてください。

じゃらんリサーチセンター(JRC)とは？

• JRCの使命：「変わる地域の、力になります。」

2005年8月､センター創設
http://jrc.jalan.net/

じゃらんリサーチセンターについて
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http://jrc.jalan.net/


本日のお話

日本の観光市場について

日本観光の未来予想図

迷ったら、ワクワクする方へ
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国内旅行者の延べ宿泊者数(日本人+訪日外国人）の推移

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」2022
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本調査の宿泊数には出張・帰省・修学旅行などの
宿泊形態も含まれています
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日本人旅行者の推移

出典：じゃらんリサーチセンター 「じゃらん宿泊旅行調査」 2023
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国内宿泊旅行実施率は回復基調、年間平均旅行回数は過去最高値
旅行者の一人あたりの旅行回数増によって市場が支えられている
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日本人の宿泊旅行消費傾向

日本人の1回の宿泊旅行消費傾向は下記の通り

出典：じゃらんリサーチセンター 「じゃらん宿泊旅行調査」 2023
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訪日外国人旅行者の推移

出典：国土交通省 観光庁資料より
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新型コロナ感染拡大前の目標達成状況

訪日外国人旅行者数

訪日外国人旅行消費額

地方部での外国人
延べ宿泊者数

外国人リピーター数

日本人国内旅行消費額

79％

60％

61％

85％

104％

（2019年実績）（2020年目標）

○ 国内旅行は、消費額の目標を前倒しで達成
○ インバウンドは、旅行者数が約８割、消費額と地方誘客は約６割の達成率

達成率

4,309 万人泊

3,188万人

21.9兆円21兆円

4,000万人

7,000 万人泊

8兆円 4.8兆円

2,400万人 2,047万人

9出典：国土交通省 観光庁資料より
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訪日外国人旅行者の観光消費額

訪日外国人旅行者の消費傾向は下記の通り

2019年インバウンドの消費比率 2019年インバウンドの消費額内訳

(兆円）

宿泊費

14,132 

飲食費

10,397 
交通費

4,986 

娯楽・サービス費

1,908 

買い物代

16,690 

その他 22 

宿泊費 飲食費 交通費 娯楽・サービス費 買い物代 その他

48,135億円

単位：億円

出典：国土交通省観光庁 2019年の訪日外国人旅行消費額



日本の観光GDP状況について
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出典：観光庁「令和５年版観光白書」より

※「観光GDP」とは、UNWTO（国連世界観光機関）による算定基準に基づき、各国が計算した、観光に関連する分野・サービスの付加価値額

観光GDP額の国際比較（2019年）
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観光産業の産業における位置づけ

GDPにおける観光産業のシェアは増加しているが、国際比較では
まだ伸ばせる余地が存在している

総GDP
(2019年)

554兆円

日本の観光GDP（実質)

内観光GDP
同2019年時点

11.2兆円

GDPシェア

2.0%



12.0

8.7

4.8

4.0
3.6

3.1
2.7 2.5

2.1
1.9 1.6 1.5

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

単位：兆円

14.0

自
動
車

化
学
製
品

観
光

半
導
体
等
電
子
部
品

自
動
車
部
品

鉄
鋼

原
動
機

半
導
体
等
製
造
装
置

カ
メ
ラ
等
光
学
機
器

電
気
回
路
等
の
機
器

電
気
計
測
機
器

船
舶

（自動車の部分品）

2019年の訪日外国人旅行消費額

4兆8,135億円

（科学光学機器）

出典：財務省「貿易統計」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」に基づき観光庁作成資料編集
※カッコ内に記載の品名は、貿易統計における品名

訪日外国人旅行消費額の製品別輸出額との比較
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観光業が今後の日本をけん引する存在



本日のお話

日本の観光市場について

日本観光の未来予想図

迷ったら、ワクワクする方へ
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今後の日本の人口について
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参考：日本創生会議 http://www.policycouncil.jp/
「地方創生」と「少子化対策」に今、何が必要か 増田寛也氏の講演レポート http://www.huffingtonpost.jp/2014/12/12/chihososei_n_6315962.html

2014年地域はざわつきました

「地方創生」から「観光」に光があたる

17

消滅可能性都市は896自治体と発表。
消滅可能性自治体のキーワードは
「人口減（自然減、社会減）」 「少子高齢化」

• 将来（2040年を想定）に消滅する都市
＝「消滅可能性都市」

• 全国の市区町村の5割にあたる【896自治体】に
早急な人口対策が必要と提言
（2014年5月：元総務相･増田寛也氏らが参加する日本創成会議にて）

既存戦略では地域課題は解決できないのでは？
「地方創生」の政策、

観光施策が必要､と気づくきっかけに

http://www.policycouncil.jp/
http://www.huffingtonpost.jp/2014/12/12/chihososei_n_6315962.html
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地域経済を考えた際の観光の重要性

地域経済における人口減の影響は大きい。
インバウンドと日本人双方の消費額を増やしていくことが重要

出典：国土交通省 観光庁資料より

定住人口1人減少

年間１３０万の

消費額 国内宿泊23人

国内日帰り75人

海外旅行者8人

or

or

交流人口換算
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これから、観光で日本をさらに元気にしていくために

旅行需要
・単純な人口減による影響
・未婚者増による同行者タイプの変化
・宿泊施設へのニーズ変化の兆し

働き手
・15～64歳生産年齢人口は

2040年5,978万人(60％→53.9％)まで減少
・今後の日本を支える産業にも関わらず、
今後、国内で働き手の獲得が重要

外国人労働者での補強
・地方リゾート部での定着には
個社＆地域単位のマネジメント力UPが必要

外国人旅行者で活性
・2022年に泊数で逆転し

2030年に日本人1：外国人1.7の比率に※1
・1宿の努力だけでなく選ばれる地域戦略も必要

※1：じゃらんリサーチセンター「2030年未来需要予測研究」より

未来を担う皆さんが観光の中心に

同時
連続

打
ち
手
の
例

与
え
る
影
響

宿を少人数運営の
ビジネスモデルに再設計
・タスク再構築（マルチタスク化等）
・IT、AIなどツールでの代替 など

現
象
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「カスタマーの量」の変化

国内旅行者属性の量的変化（ 2030年の未来予測）

【人口構成比が変化】
●団塊世代が80代に突入、旅行市場からピークアウト

※団塊世代(いま70歳半ば)

●団塊Jr.はすべてのマーケットの中心的存在に
※団塊ジュニア(いま50歳前後)

●その下の世代は層が薄いため､30～40代は4割ほど減少

【旅行同行者が変化】
●生涯未婚率が上昇。夫婦･恋人､家族旅行は減少か？

2015年
男性：1人/5人

（22.7％）

女性：1人/10人
（13.6%）

2030年
男性：1人/3人

（29.5％）

女性：1人/5人
（22.5%）

2000年
男性：1人/10人

（12.6％）

女性：0.6人/10人
（5.8%）

※生涯未婚率＝50歳時点で未婚の割合（出典：国立社会保障・人口問題研究所）

15年後 15年後
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「カスタマーの量」の変化

■延べ観光旅行宿泊者数推計（万人）

観光客数
（日本人：訪日外国人）

2017年→6：１
2030年→2：1

■延べ観光旅行宿泊数推計（万泊）

※ 日本人宿泊旅行の推計値は「じゃらん宿泊旅行調
査2017」をベースとしており、当該年の4月〜翌年3
月までの年度。訪日外国人の推計値はJNTOの発
表資料をベースとしており、その年の数値を推計に使
用

※ 訪日外国人観光客宿泊数は、観光庁 平成28年
「訪日外国人消費同行調査」をもとに1人あたりの宿
泊平均日数6.0をかけたものを採用

※ クルーズによる訪日分を除いたものを参考値として示
す。数値は2016年の199万人（実績：国交省「ク
ルーズ等の動向調査」）および2020年の目標500
万人（「平成29年明日の日本を支える観光ビジョ
ン」）を参考に推計

1億2,945万人

6,045万人

1億4,556万人

2,544万人

※出典:じゃらんリサーチセンター 「2030年観光の未来需要研究」で分析

新型コロナ影響で
時期はズレたが加速中

今後､国内・訪日外国人の宿泊数の逆転が起こる可能性あり

延べ宿泊数
（日本人：訪日外国人）

2016年→2：1.7
2022年→1：1
2030年→1：1.7
クルーズを考慮すると1：1.4

1億4,756万泊

2億5,646万泊

2億1,688万泊

3億6,269万泊
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地域の新たな魅力-日本人とインバウンドの観光需要の違い

※ 日本人の意向が20％未満かつ、外国人の
いずれかで30％を超える項目を集めた

出典：じゃらんリサーチセンター「訪日外国人観光体験需要調査」より

国内旅行の目的になりにくい

「買い物」「登山・トレッキング」

「川下り」など自然系のアクティビティ

「古民家」「田舎暮らし」といった

ノスタルジックな日本体験

「歴史」「古墳」「廃墟」など

歴史や文化を感じさせるコンテンツは、

日本人より外国人の関心が高い
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今後の観光地の変容

①インバウンドが日本人と同等かそれ以上の宿泊数になる
②インバウンドが好むコンテンツの造成が必要
③海外リゾートのように洗練された旅行商品が開発されていく

①誰が訪れても楽しめるアソート型観光地
②特定のセグメントに人気のターゲット特化型観光地
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宿泊業生産性について

全産業を比較しても労働生産性は低いが、伸び率は高い傾向にある

平成31年 観光庁観光産業課 『観光や宿泊業を取り巻く現状及び課題等について』より抜粋
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宿泊業の雇用について

出典：株式会社帝国データバンク 「旅館・ホテル業界」動向調査（2022年度）

急激に伸びている産業でもあり、求められている状況
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いま、観光は地域経済を支える成長産業

①

②

定住人口→ 交流人口
人口減少局面 → 観光人材重要

地方部への訪日外国人旅行者増加

観光産業
の伸びしろ

地域ポテンシャルを
活かした稼ぐ力

× ＝ 地域の
未来を創る



宿泊業は､交流人口による経済活性の「大黒柱」

出典:「じゃらん宿泊旅行調査2023」「個人旅行」
※現地消費：宿泊費・交通費以外の現地で使用した金額合計

⚫ 旅行消費のうち「地域内消費」として最も大きな割合を占めるのは「宿泊費」

⚫ 宿泊業の経営基盤を維持・成長させることは､経済活性の大黒柱

宿泊費は旅行総額の33％

地域内消費に繋がるのは
宿泊費、現地消費がメイン

28



「宿は地域経済活性のインフラ」
滞在時間が延びれば、地域消費拡大に繋がる

29

宿は､地域経済にとっての重要さも増すばかり

• 日帰り＜宿泊してもらうことで地域内の滞在時間は延びる
宿は地域内消費（外貨獲得）獲得の基盤施設でもある

• いまは日本の観光産業の好機。
そんな折､長年歴史を紡ぎ､日本･地域固有の文化を
体験できる場である旅館は文化資産が高い

• 地域経済活性の観点でも､宿泊業が「持続可能な経営」をし、
地域を先導する役割を！



でも、それだけではない
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「旅」とは…

記念日を
祝いたい

自分を
見つめ直したい

美味しいものを
食べたい

傷心を
癒したい

絶景が
見てみたい

卒業・退職
などの節目

として 今しかできない
思い出を
作りたい
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迷ったら、ワクワクする方へ
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ご清聴
ありがとうございました

【お問い合わせ先】

株式会社リクルート

地域創造部 高橋 佑司

yuji@r.recruit.co.jp

mailto:jalan_rc@r.recruit.co.jp

